
 

第６７回の「環境教育ミー

ティング」は長岡京市の後援

をいただき、長岡京市立公民

館と共催で、5 月 16 日（木）

に開催し、講師の木本直樹さ

んには「市民活動でめざす環

境の都・ステップ・アップ・

チャレンジ」と題して話して

いただきました。 

長岡京市では、これまでも

市民環境団体や、事業所、学

校など、地域のみなさんが

様々な形で環境への取り組み

を進めてこられました。その

中には、中央商店街の自作 LED

ランプや、神足小学校の地域

連携の環境教育など、全国に

発信された先進的な活動も見

られます。 

67 回、１０年以上継続して

きたこの環境教育ミーティン

グも、多くの方々に環境問題

について考えてもらうきっか

けとなりました。“環境の都”

長岡京を目指すために、地域

から発信できる取り組みやそ

の在り方について考えました。 

 

 

 

 

 

 

１ 

基本計画が如何に市民・企

業・各種団体の協力を得て実

行できるか、難しいことです

が、挑戦するしかないと思い

ます。自治会と行政が、なん

とか連携で

きないか、私

の夢かもし

れません。長

岡京市では

立派な環境

の都づくり

会議のプロ

ジェクトが

有り、かつ活動をされていま

す。教育面でも実績が多く示

されています。やはり、これ

らの成果を多くの市民に知ら

せ、賛同を得て、参加を促し、

市民力をアップしていきたい

ものです。 

 初めての参加でしたが、そ

うそうたる参加者で構成され

たミーティングで安堵させて

いただきました。課題の解決

に、かぎりは有りませんが、

益々の活躍を期待しています。 
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２ 

行政の立場から、市全体の環

境の取り組みの実務を推進さ

れ、様々の団体との協力、共

同に尽力され、環境の都づく

り会議の活動に多大な支援を

頂きました。それらの取り組

みを映像を通して、詳しく紹

介していただき、改めて活動

を振り返ることが出来ました。 

 

３ 

市民の相談を持ちかけると、

直ちに対応していただき、そ

の速さに感心、感動、感謝し

ています。今回の発表で自分

の参加していない環境活動が

たくさんあり、市民の皆さん

がいろんなところで長岡京市

の環境保全、改善に努力され

ていることがよくわかりまし

た。 

 


